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工事請負契約５件を可決
～熊本地震関連～

10月会議を12日開催した。専決３件、工事請負契約５件を審議採決した。

議案
号数 簡易議案名 概　　要 質疑・討論

の有無
採決
結果

報告
９ 専決処分の報告について 損害賠償額の決定

町道敷における車輛物損事故 無 報告

報告
10 専決処分の報告について 損害賠償額の決定

町道敷における車輛物損事故 有 報告

報告
11 専決処分の報告について 一般会計補正予算（第４号）

衆議院解散に伴う補正 有 報告

議案
34 工事請負契約の締結について インター団地地区宅地耐震化

推進滑動崩落対策施設（その１）工事 有 全会一致で
可決

議案
35 工事請負契約の締結について フジワ団地地区宅地耐震化

推進滑動崩落対策施設（その１）工事 無 全会一致で
可決

議案
36 工事請負契約の締結について 中原団地地区宅地耐震化推進

滑動崩落対策施設（その１）工事 有 全会一致で
可決

議案
37 工事請負契約の締結について 玉虫住宅地区宅地耐震化

推進滑動崩落対策施設（その１）工事 無 全会一致で
可決

議案
38 工事請負契約の締結について 御船台団地地区宅地耐震化

推進滑動崩落対策施設（その１）工事 無 全会一致で
可決

10月議会で決まったこと（10月12日）

10
月会
議

専決処分
沖議員　過失割合（町10、本
人０）はどこが決めるのか。
吉本総務課長　保険会社の判
断による。
沖議員　木がはみ出している
のは運転者もわかっているは
ずだ。10:0はおかしい。町道の
管理はどうしているのか。
松岡建設課長　建設課による
道路パトロール等を行って随
時地権者等との協議を行って
対応している。
沖議員　町道に木が生い茂っ

て通行に支障を来す箇所はい
くつあるか。
松岡課長　全体の把握は難し
い。
沖議員　把握が難しいとはパ
トロールしていないのか。
松岡課長　町道の隅々までは
把握しきれない。
沖議員　そういうことだから、
このような事故が起こる。
松岡課長　基本的に行政が個
人の所有である草木を伐採す
ることはできない。
岩永議員　この樹木の枝はそ

の後どうなったのか。
松岡課長　地権者が自分で対
応できないとの回答をうけた
ので了解を得て職員で枝を伐
採した。

一般会計補正予算
田上議員　パソコンはリース
ではなく購入なのか。
吉本課長　今回、不足してい
る分を１台購入し、国政選挙
とかあればそれを使っていく。
何分特定財源があるので、必
要なものは購入をしたい。
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去る10月6日（金曜日）甲
佐町役場生涯学習センター「輝

（かがやき）」ホールで行われ
ました。研修は「議員発言に
ついて」と題しての熊本県町
村議会議長会事務局長 古家陽
介氏による講演でした。

議会は“言論の府”、議員
活動の基本は言論。議会では、
特に言論を尊重し、その自由
を保障している。しかし、ど
のような内容の発言も許され
るというものではない。おの
ずから会議のルールに従った
節度ある発言が要求されるこ

上益城郡町議会議員研修会が開かれる
御船町議会議員　岩永 宏介

研 修 会

となどを始めに強調された。
その後、地方自治法や町村議
会会議規則等に書かれている

「議員発言」に関係する条文の
解説をされた。

「無礼な言葉を使用し、ま
た他人の私生活にわたって発
言してはならない」 とか、

「議会の品位を落とすような発
言をしてはならない」といっ
たことなどは、当たり前と言
えば当たり前のことなのです
が、このようなことが上記の
法律や規則にきちんと書いて
あるのです。議会が常識や慣

例に従って運営されているの
ではなく、法律に従って運営
されているということ、つま
りは「法の支配（ルール・オ
ブ・ロー）」という民主主義
の原則が貫かれていることを
実感した研修でした。

10月４日（水）美里町にて
県内町村議員を対象とした研
修会が県議長会主催で開催さ
れた。

防災とは予防、応急対応、
復旧の三段階を言う。中でも

『行政は住民を災いなき地にお
き、災いの前に逃がす。住民
は疑わしきを察し、災いの前
に逃れる』ことが重要で、予
防に勝る対策はない。

熊本県は風水害の予防を重
視した対策を行ってきた。風
水害予防に対しては先進的な
県であるが、地域防災計画に
おいて最大震度７を想定した
地震、火山対応等総合的に考
える必要がある。

国からの支援物資について
は大変有効で、県民の安心に

つながったが、届ける物資や
届け方について改善が必要に
思う。物資は欲しいが建物が
被害を受け、職員は避難所運
営に翻弄され、物資を受け入
れる人員もおらず、加えて大
雨による雨漏りという状況の
中、倉庫や人員不足から受け
入れ拒否せざるを得ない状況
になった。

リュックにセット（パック）
での梱包にし、直接避難所に
届ける直接配送方式への変更
が必要と考える。特に食料、
水のみならず老若男女用下着、
塩、うちわ、アメニティ等、
女性・子ども目線での用品の
準備は必須である。

西原村は平成15年から布田
川断層を想定した全村民参加

による発災型防災訓練を隔年
で実施している。大切畑地区
では、建物の９割が全壊（９
名生き埋め）したが、事前の
訓練や援助活動により死者０。

訓練と自助・共助精神育成
の賜である。

熊本に住んでいる私達や自
治体が防災の本質は予防にあ
ると認識し守るべき命のため
に防災時の対応を徹底してい
かねばならない。『防災での失
敗は命を失う』を深く認識す
ることが大切だと言及された。

郡町議会議員研修の様子
（講師：県町村議会議長会 古家事務局長）

町村防災とは？ ―熊本地震とともに―     
御船町議会議員　清水　圣

研 修 会

講師：熊本県知事公室 危機管理防災課
　　　危機管理防災企画監 有浦　隆 氏
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4日 議会運営委員会

11日 全員協議会

12日 九州中央自動車道 
 建設促進大会（高千穂町）

14～19日 議会（予定）

25日 御船地区衛生施設組合 
 議会

27日 一般廃棄物処理施設 
 整備促進協議会

28日 仕事納め

28～30日 年末警戒

議会の予定12月

ひと

かがやく 資源保全会活動への期待

　

熊
本
地
震
か
ら
一
年
七
ヶ
月
が
過

ぎ
ま
し
た
。
ブ
ル
ー
シ
ー
ト
で
覆
わ

れ
て
い
た
被
災
住
宅
も
徐
々
に
姿
を

変
え
つ
つ
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
町
に

申
請
の
あ
っ
た
１
、３
７
０
件
の
う

ち
現
在
１
、２
６
６
件
の
公
費
解
体

が
進
み
、
残
す
と
こ
ろ
あ
と
わ
ず
か

に
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
業
者
不

足
や
資
材
の
高
騰
等
の
た
め
、
21
地

区
４
２
５
戸
の
仮
設
住
宅
か
ら
出
ら

れ
た
方
は
わ
ず
か
だ
と
聞
い
て
い
ま

す
。
ま
だ
ま
だ
復
旧
途
中
で
す
。
そ

こ
で
、
県
で
も
復
興
基
金
を
活
用
し
、

住
宅
ロ
ー
ン
の
利
子
や
一
世
帯
あ
た

り
10
万
円
の
転
居
費
用
を
補
助
す
る

制
度
を
創
設
し
ま
し
た
。
ま
た
、
仮

設
の
一
年
延
長
が
可
能
と
な
り
ま
し

た
。
よ
い
制
度
だ
と
思
い
ま
す
。
災

害
復
興
住
宅
は
、
現
在
一
丁
目
に
20

戸
、
上
野
地
区
に
12
戸
、
計
32
戸
が

建
設
予
定
で
す
。
被
災
さ
れ
た
方
々

が
、
一
日
も
早
く
住
ま
い
を
再
建
、

確
保
さ
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

岩
田
重
成

高
齢
で
は
あ
る
が
幸
い
歩
行
に
支
障
が
な

い
の
で
、
忙
し
い
毎
日
を
楽
し
み
、
陽
が
傾

く
と
日
課
の
散
歩
に
出
る
。

畑
に
は
色
と
り
ど
り
の
野
菜
や
果
実
が
輝

き
、
田
園
に
は
真
っ
直
ぐ
な
稲
穂
が
風
に
合

わ
せ
て
整
然
と
揺
れ
て
い
る
。
小
川
の
水
は

駈
け
っ
こ
し
て
い
る
よ
う
に
流
れ
、
キ
ラ
キ

ラ
輝
く
川
底
の
小
石
の
隙
間
に
小
魚
が
泳
い

で
い
る
。

そ
ん
な
昔
話
の
絵
本
で
見
る
よ
う
な
風
景

を
期
待
し
な
が
ら
、
二
匹
の
小
犬
と
戯
れ
な

が
ら
散
歩
し
て
い
る
が
、
現
実
の
景
観
に
は
、

荒
廃
し
消
え
去
ろ
う
と
し
て
い
る
資
源
の
危

機
が
透
け
て
見
え
る
。

お
そ
ら
く
多
く
の
人
が
、
こ
の
こ
と
に
気

付
い
て
い
る
で
あ
ろ
う
。

農
業
は
食
料
の
提
供
だ
け
で
な
く
、
緑
に

包
ま
れ
た
豊
か
な
環
境
を
育
ん
で
き
た
。
そ

の
恩
恵
は
、
そ
の
地
に
住
む
人
の
全
て
に
及

ん
で
い
る
。

国
も
県
も
町
も
、
こ
の
緑
豊
か
な
国
土
を

護
る
た
め
、
農
家
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
農

業
者
以
外
の
あ
ら
ゆ
る
住
民
に
よ
る
自
発
的

組
織
活
動
を
、
何
年
も
前
か
ら
支
援
し
て
来

て
お
り
、
そ
れ
が
「
多
面
的
機
能
支
払
交
付

金
」
制
度
で
あ
る
と
聞
い
た
。

誘
わ
れ
て
区
の
資
源
保
全
会
の
活
動
に
参

加
し
て
き
た
。

田
畑
も
持
た
な
い
高
齢
者
で
あ
る
身
の
立

ち
位
置
に
戸
惑
っ
た
が
、
こ
の
活
動
に
参
加

し
て
地
元
の
多
く
の
人
達
と
触
れ
合
う
こ
と

が
で
き
た
喜
び
は
大
き
い
。

農
道
維
持
の
砂
利
敷
、
草
刈
り
、
水
路
の

泥
上
げ
な
ど
の
作
業
に
、
農
業
で
な
い
人
も

参
加
し
て
汗
を
流
す
活
動
も
あ
れ
ば
子
供
会

や
老
人
会
に
よ
る
植
栽
な
ど
の
景
観
美
化
活

動
も
あ
る
。

子
供
か
ら
高
齢
者
ま
で
年
齢
に
拘
わ
ら
ず
、

男
女
の
性
別
も
問
わ
ず
、
職
業
も
関
係
な
く
、

地
域
住
民
が
全
員
参
加
し
て
賑
や
か
な
活
動

へ
益
々
発
展
す
る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。

そ
れ
と
共
に
行
政
へ
の
期
待
は
、
地
域
全

体
が
高
齢
化
し
、
農
地
の
維
持
公
役
活
動
の

繰
り
返
し
が
困
難
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
そ

の
予
算
残
を
、
長
寿
命
化
活
動
へ
融
通
で
き

る
よ
う
、
配
慮
戴
き
た
い
こ
と
で
あ
る
。
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